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○●表紙の囲碁の局面について●○

　この対局は，2008 年 12 月 4 日に電気通信大学で開催された第
2 回 UEC 杯コンピュータ囲碁大会のエキシビションマッチとして行わ
れた「青葉かおり四段 vs Crazy Stone」（7 子局）である．1 月号の
対局から約 3 カ月後，順調に棋力を伸ばしていた Crazy Stone が 7
子というハンデで同じ青葉かおりプロにどう挑むかが注目された．これ
は，その対局の途中の局面で，解説の鄭銘コウ先生が絶賛した手である．
この後も，まったく隙なく打ち進め，Crazy Stone が勝利した．第 2
回 UEC 杯では，国内の多くのプログラムもモンテカルロ法に興味を持
ち始め，国内からは，この手法を取り入れた不動碁が準優勝をさらった．
不動碁の作者加藤英樹氏は，後に脚光を浴びる Zen の開発チームに加
わることとなる．

青葉かおり四段	vs	Crazy	Stone	（7 子局）
2008年12月14日　第2回UEC杯コンピュー
タ囲碁大会エキシビションマッチから
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〔表 2対向〕








